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休日や夜間の急な病気や
けがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
8月20日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
8月27日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

    9月3日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
9月10日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
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◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たきり
の家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

在宅医療窓口

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 8月30日㈬午前10時30分～11時30分（午

前10時から受け付け）
対　　象　平成29年6月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方法

や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 9月13日㈬午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 9月14日㈭午前10時30分～ 11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 8月21日㈪午前10時～ 11時30分（午前9

時30分から受け付け）
対　　象　平成28年10月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんとの

遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話（予防
接種、栄養、育児、歯科保健など）、運動発達、
食事、育児などの相談

乳幼児健診（申し込み不要）
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康

健康相談（要申し込み）
日　　時　8月21日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

こころの相談（要申し込み）
日　　時　8月30日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが乱

れている、自分の性格や人間関係に悩んでい
るなど、心に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。　

おとなの健康

【休日急患診療】　

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に問
い合わせください。

病院に連れて行こうか、家で様子を見ようか迷ったとき
家庭での対処方法や医療機関への受診の必要性につい
て、看護師が電話で相談に応じます。
①小児救急電話相談　＃8000または☎048―833―7911
　相談時間 【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　 【日曜日、祝日、年末年始】午前7時～翌日午前7時
② 大人の救急電話相談　＃7000または☎048―824―
4199に電話し、音声ガイダンスに従ってボタン1を押す。
　相談時間 【月～土曜日】午後6時30分～ 10時30分
　　　　　 【日曜日、祝日、年末年始】午前9時～午後10時
　　　　　 30分

受診できる医療機関を知りたいとき
① 救急医療機関案内　＃7000または☎048―824―
4199に電話し、音声ガイダンスに従ってボタン2を
押す。受診可能な医療機関を案内します（歯科、口

こうくう
腔

外科、精神科を除く）。24時間対応で、大人と子ども
に対応します。
②行田市消防署　☎550―2123

誤飲や誤食をしたとき　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時～
午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24時
間対応）

身体測定＆からだバランス体験講座
～フィットネスクラブ連携トライアル事業～

　フィットネスクラブの協力により開催される「身体測定＆からだバランス体験講座」です。
体組成計を使って体力年齢などを測定したり、健康づくりや体力づくりのためのポイントを
教わったりすることができます。

フィットネスクラブ一覧

▶対　　象　 市内在住の20歳以上の方で、医師らから運動制限
を受けていない方

▶参 加 費　無料
▶そ の 他　 一施設につき一度のみの利用となります。講座内容

は、参加者や施設などの状況により変更の場合あり。
▶問い合わせ　当該施設または保健センター☎553―0053

施 設 名 スポーツフィールド行田 コナミスポーツクラブ行田

所 在 地 緑町8―8 持田1―4―56

申し込み
8月18日㈮の午前10時から直接または電話で当
該施設☎553―1666

8月17日㈭の午前10時から直接または電話で当
該施設☎555―3541

日　　時

＜全3日間＞
1日目は次の①～④の中から希望する日を選択
2日目および3日目は同月中の希望する日に参加
できます。

【9月開催分】
①9月2日㈯午後7時～7時50分
②9月3日㈰午後1時30分～2時20分
③9月6日㈬午前10時10分～11時
④9月7日㈭午後1時30分～2時20分

【10月開催分】
①10月1日㈰午後1時30分～2時20分
②10月4日㈬午前10時10分～11時
③10月5日㈭午後1時30分～2時20分
④10月7日㈯午後7時～7時50分

次のA～Cの講座の中から希望する講座を選択

【8月実施分】
講座A：8月26日㈯午後1時15分～2時30分
講座B：8月28日㈪午前11時15分～午後0時45分
講座C：8月29日㈫午前11時15分～午後0時30分

【9月実施分】
講座B：9月4日㈪午前11時15分～午後0時45分
講座C：9月5日㈫午前11時15分～午後0時30分
講座A：9月9日㈯午後1時15分～2時30分

講座内容

1日目：からだ測定、施設利用
2日目および3日目：軽運動、筋力アップ、ヨ
ガ、プールなど

講座A「ボディバランス」
　　　・筋力、柔軟性、バランスの向上
講座B「ヨガ」
　　　・ポーズと呼吸法で心身をリラックス
講座C「アクアウォーキング」
　　　・水中で全身運動しながら歩きます

定　　員 20人（先着順）※①～④各5人まで 15人（先着順）※各講座5人まで
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　8月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪・
　　　　　  28日㈪、9月4日㈪～8日㈮・11日㈪　
　　　　　※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・ ハドソン川の奇跡
・ ファインディング・
ドリー
・殿、利息でござる！

＜CD＞
・ ラ・ラ・ランド －オリジ
ナル・サウンドトラック
・Fantome（宇多田ヒカル）
・ 中島みゆき・21世紀ベ
ストセレクション『前途』
（中島みゆき）

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

8月20日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

8月26日㈯午前11時 おはなしタンバリン

9月2日㈯午後2時 おはなしの会

9月9日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
8月16日㈬、9月13日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員ぴよぴよおはなし会 9月3日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 9月3日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 9月10日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 8月19日㈯午後2時 うっかりペネロペ　た
くさんおぼえたよ編 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 8月27日㈰
午後1時30分

父と暮せば（邦画：99分)
出演：宮沢りえ、原田芳
雄、浅野忠信

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員
 「みらい」
　2階映像
　ホール

ブックスタート 8月16日㈬・23日㈬　
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成29年2月1日～
4月30日生まれの赤
ちゃんとその保護者
※ 母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム
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今月のおすすめの新着DVD・新着CD

▶日　　時　8月20日㈰午後2時～ 3時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶定　　員　30人
▶内　　容　
　『夏の影（「背中合わせ」より）』連城三紀彦／著  新潮社
　『殺し屋ですのよ』星新一／作  理論社
　『ヨーコさんの“言葉”』佐野洋子／文  講談社
　『仔犬のお礼（極上掌篇小説より）』伊集院静／著　
　角川書店
▶協　　力　行田朗読の会
▶申し込み　不要

大人のためのミニ朗読会

　9月4日㈪から8日㈮は特別整理(蔵書点検)のため
休館となります。返却の際はブックポストをご利用く
ださい。この間、図書館は利用できませんが、ご理解
いただきますようお願いします。

　蔵書点検とは、所蔵している図書館資料があるべき場所
に収まっているかを確認し、行方不明のものがないかを点
検していく作業です。また、通常の館内整理日にはできな
い大掛かりな書架の整理も行います。

特別整理（蔵書点検）に伴う休館
平成28年度に住民票の一部の写しの閲覧を許可した者を公表します。
・住民基本台帳法第11条第1項によるもの…0件
・住民基本台帳法第11条の２第1項によるもの…11件

住民票の一部の写しの閲覧者を公表します

申請者（委託者） 閲覧事項の利用目的 閲覧年月日 請求に関する住民の範囲

一般社団法人中央調査社
会長　西澤豊
（NHK営業局計画管理部）

テレビ放送に関するア
ンケート調査 平成28年5月6日 佐間3丁目、緑町、大字持

田

(株)サーベイリサーチセンター
代表取締役　戸祭浩
（国立研究開発法人国立環境研究所）

環境についての意識調
査 平成28年5月11日 駒形1丁目

(株)サーベイリサーチセンター
代表取締役　戸祭浩
（埼玉県県民生活部広聴広報課）

平成28年度埼玉県政世
論調査 平成28年6月17日 大字長野、大字下中条

(株)アストジェイ
代表取締役　日達富士美
（埼玉県県民生活部青少年課）

平成28年度埼玉青少年
の意識と行動調査 平成28年7月13日 清水町、壱里山町

(株)インテージリサーチ
代表取締役社長　井上孝志
（内閣府政策統括官（経済社会システム担当））

平成28年度市民の社会
貢献に関する実態調査 平成28年9月1日 谷郷3丁目

(株)サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤沢昌樹
（埼玉県県土整備部道路政策課）

埼玉県の道路整備に関
するアンケート調査 平成28年9月5日

忍1丁目、城西4丁目、向
町、持田3丁目、谷郷1丁
目、桜町3丁目、長野4丁
目、大字下中条、大字下須
戸、壱里山町、押上町

(株)日本リサーチセンター調査部
部長　中村美生
（消費者庁）

平成28年度消費者意識
基本調査 平成28年9月30日 持田3～4丁目

一般社団法人新情報センター
事務局長　平谷伸次
（法務省矯正局少年矯正課）

生活態度や価値観等に
関するアンケート調査 平成28年10月13日 長野1～4丁目

一般社団法人輿論科学協会
理事長　大宮泰三
（総務省情報通信国際戦略局）

通信利用動向調査 平成28年11月16日

行田、宮本、中央、旭町、
向町、佐間1丁目、佐間2
丁目、佐間3丁目、緑町、
大字佐間、大字斎条、大字
和田、大字谷郷、桜町1丁
目、桜町2丁目、桜町3丁
目、富士見町1丁目、富士
見町2丁目、大字荒木、大
字小見、大字白川戸、大字
須加、大字下中条、大字北
河原、大字酒巻、西新町、
壱里山町、清水町、門井町
1丁目、門井町2丁目、門
井町3丁目、押上町、棚田
町1丁目、棚田町2丁目、
棚田町3丁目、深水町

(株)ビデオリサーチ
代表取締役社長　加藤讓
（日本たばこ産業（株）たばこ事業本部）

2017年全国たばこ喫
煙者率調査 平成28年12月15日 大字野

一般社団法人中央調査社
会長　大室真生
（東京大学社会科学研究所）

暮らしのなかの困りご
とに関する全国調査 平成29年1月24日 大字野

▶問い合わせ　市民課市民担当(内線242）

・ 日本産ミジンコ図鑑　田中正明、牧田直子／著
・ ライザップごはん 決定版おうちで簡単！新時代の
ダイエットメソッド　RIZAP株式会社／著
・福袋　朝井まかて／著
・ メリーメリーのびっくりプレゼント　ジョーン・G・
ロビンソン／作・絵　小宮由／訳
・ 子どもの手芸レッスンBOOK　かんたん・かわいい・
おしゃれ！　松村忍／監修
・ この本をかくして　マーガレット・ワイルド／文　フ
レヤ・ブラックウッド／絵　アーサー・ビナード／訳

新　着　図　書
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　6月17日・18日にボランティアと田植え体験参加者約950
人が苗を植えた古代蓮の里東側の田んぼにアートが浮かび上
がりました。
　今年は行田米のPRと豊作を願い、稲田の守護神や美田の女神
として親しまれているイナダヒメノミコトとヤマタノオロチ伝
説で知られる夫のスサノオノミコトが描かれました。10周年
を迎えた世界最大の田んぼアートは古代蓮会館展望室から11
月14日㈫まで鑑賞することができます。ぜひ、ご覧ください。

親子で七夕飾りづくりを楽しむ

山本地方創生担当大臣が
足袋蔵などを視察

神話の世界へ誘う
10周年の田んぼアート 真 GYODA CITY

PHOTO STUDIO

新体制が始動 !「大将まつり」

綱を引き合う選手たちに熱い声援
早朝から多彩なイベントでにぎわう

第20回行田蓮まつり

　7月6日、山本幸三地方創生担当大臣が本市を視察しました。
きねや足袋株式会社の製造工場、中心市街地の足袋蔵「忠次郎
蔵」、「牧禎舎」、「牧野本店・足袋とくらしの博物館」を見学後、古
代蓮の里で田んぼアートを鑑賞しました。
　視察を終えた山本大臣は「地元の資源をしっかりと活用し、
それにイノベーションを加えて地方を元気にしようという姿
勢に感動しました。これは、まさに私が目指している地方創生
そのものであり、大変心強く思いました」と感想を述べました。

　7月1日、児童センター遊戯室で「七夕かざりをつくろう」が
開催されました。
　折り紙で七夕飾りを作り、本物の竹に飾り付けるこの催し
に、74人が参加。折り紙を切ったり、貼ったりして織り姫と
ひこ星、輪飾りなどを作りました。親子で協力しながら七夕
飾りの制作に取り組んだ時間は、子供たちにとって良い思い
出になったことでしょう。

「市報ぎょうだ」7月号27ページの「写真館」のコーナー「暑い夏を前に熱中症対策を学ぶ」の記事の中で、気象予報士の
平井さんのお名前の表記に誤りがありました。正しくは「平井史生」さんです。おわびして訂正させていただきます。

　6月24日、忍城址東門で忍城おもてなし甲冑隊による「成田長
親忍城城代就任427周年記念大将まつり」が開催されました。
　新体制では、新メンバーとして「甲斐姫」と新キャラクター「村人
しげ爺」が加わり、既存のメンバーの配役も変更となりました。
　この日披露された「あおだいずのうた」のパフォーマンスや演
舞、トークは今まで以上に勢いが増し、会場は歓声と笑いに包ま
れていました。今後の彼らの活躍に、さらなる期待が高まります。

　6月24日、行田グリーンアリーナで第27回行田市綱引き
大会が開催されました。
　市内の小学生47チーム472人が参加し、低学年・中学年・
高学年の部に分かれて優勝を争いました。チーム一丸とな
り力を合わせて綱を引き合う選手たち。一進一退の攻防に
チームメートや家族から熱い声援が送られていました。

　7月9日、古代蓮の里で第20回行田蓮まつりが開催され、早朝
から多くの来場者でにぎわいました。
　蓮が見頃を迎えた会場では、白河市や上野村などの特産品
コーナーをはじめ、かき氷販売、風船釣りなどさまざまなブー
スが設けられた他、蓮粥、蓮餅などが振る舞われました。また、
世界の蓮園の前に設けられたメーンステージではコーラスや
フラダンスなどが披露され、イベントを盛り上げました。

第20回を記念し「行田音頭」を大合唱
　7月2日、産業文化会館ホールで行田市文化団体ステージ発
表会「ときめきレインボーフェスティバル」が開かれました。
　今年は第20回記念として、オープニングで「行田音頭」を会
場にいる皆さんと一緒に合唱する特別プログラムが行われま
した。行田市合唱連盟のリードもあって、ホール全体に晴れ
やかな歌声が響き渡っていました。その後も大正琴や日本舞
踊など11の団体による日頃の成果が披露され、心ときめくパ
フォーマンスで観客を魅了していました。
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昭
和
56
年
３
月
に
発
足
し
た
小
学
生
対
象
の
水
泳
教

室
「
飛と

び

魚う
お

ク
ラ
ブ
」。
行
田
市
水
泳
連
盟
に
も
加
盟
し

て
い
る
歴
史
あ
る
こ
の
ク
ラ
ブ
で
、
30
年
以
上
に
わ
た

り
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
が
澤
田
貴
久
子
さ
ん
で
す
。

　
澤
田
さ
ん
が
水
泳
の
コ
ー
チ
と
な
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
40
歳
ご
ろ
、
行
田
市
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
水
泳
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
ペ
ー

ス
で
練
習
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
、
水
泳
を
選
ん

だ
と
い
う
澤
田
さ
ん
は
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
の
楽
し
さ
に

引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。
数
年
後
に
は
、
指

導
者
講
習
を
受
講
し
、
女
性
向
け
水
泳
ク
ラ
ブ
の
代
表

お
よ
び
コ
ー
チ
を
務
め
る
ま
で
に
。
そ
の
後
、
家
庭
の

事
情
で
し
ば
ら
く
水
泳
か
ら
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当

時
新
た
な
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
飛
魚
ク

ラ
ブ
の
コ
ー
チ
に
な
ら
な
い
か
と
の
誘
い
を
受
け
、
再

び
水
泳
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
５
時
30
分
か
ら
１
時

間
、
行
田
市
民
プ
ー
ル
で
主
に
初
心
者
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
泳
ぎ
の
基
本
の
形
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
、
水
の
怖
さ
や
集
団
行
動
に
お
け
る
ル
ー
ル
も
伝
え

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
懸
命
に
水
泳
に

取
り
組
む
子
供
た
ち
を
見
な
が
ら
「
や
っ
ぱ
り
上
達
し

て
い
く
の
を
見
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
特
に
25
メ
ー

ト
ル
を
泳
ぎ
切
っ
た
時
の
子
供
た
ち
の
は
じ
け
る
よ
う

な
笑
顔
を
見
る
と
、
達
成
感
が
あ
り
ま
す
」
と
澤
田
さ

ん
は
目
を
細
め
ま
す
。
ま
た
年
１
回
の
外
部
講
師
に
よ

る
講
習
会
に
は
必
ず
参
加
し
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を

自
ら
の
指
導
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
同
僚
の
コ
ー
チ
陣
か
ら
は
「
と
て
も
真
面
目
で
前
向

き
」
と
信
頼
さ
れ
、
ま
た
児
童
か
ら
も
「
厳
し
い
と
こ

ろ
も
あ
る
け
れ
ど
、
何
で
も
教
え
て
く
れ
る
優
し
い

コ
ー
チ
」
と
慕
わ
れ
て
い
る
澤
田
さ
ん
。
水
泳
の
コ
ー

チ
と
し
て
の
日
々
を
振
り
返
り
「
夕
方
の
忙
し
い
時
間

帯
に
快
く
送
り
出
し
て
く
れ
る
家
族
の
理
解
と
協
力

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
30
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
続
け
て
い
け
た

ら
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
80
歳
を
目

前
に
し
て
ま
す
ま
す
元
気
に
現
役
の
コ
ー
チ
と
し
て
水

泳
の
魅
力
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社エイブルフソー
上下水道を支える大型ベルトコンベヤーを製造
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仁
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洋
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寒
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今
村
　
文
女
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に
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運
ぶ
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節
子
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す
ら
と
陽
射
し
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梅
雨
に
入
る
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石
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文
子

田
植
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や
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総
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つ
か
し
む

 

清
水
町 

柳
沢
　
紀
子

あ
か
と
き
の
水
滴
ひ
か
る
古
代
蓮

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

水
無
月
や
目
鼻
と
と
の
う
パ
ン
ダ
の
子

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

水
泳
の
魅
力
を
伝
え
続
け
る

 

ベ
テ
ラ
ン
コ
ー
チ

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

澤
田 

貴
久
子 

さ
ん
（
埼
玉
・
79
歳
）

めましてはじ ○ 8月1日㈫～31日㈭に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、9月4日㈪午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

折
本
　
陽ひ
な
た咲 

ち
ゃ
ん （
壱
里
山
町
）

平
成
28
年
8
月
1
日
生
ま
れ

父
・
海
さ
ん
　
母
・
麻
梨
子
さ
ん

「
ヒ
マ
ワ
リ
の
よ
う
に

 

大
き
く
な
ー
れ
」

吉
田
　
歩い
ぶ
き生 

ち
ゃ
ん （
斎
条
）

平
成
28
年
8
月
13
日
生
ま
れ

父
・
拓
弥
さ
ん
　
母
・
和
希
さ
ん

田
中
　
恵め
ぐ
みち

ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
28
年
8
月
8
日
生
ま
れ

父
・
俊
介
さ
ん
　
母
・
美
由
紀
さ
ん

「
歩
生
♡
だ
ぁ
ー
い
す
き
♡
」

「
健
や
か
に
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
ね
」

倉
澤 

な
る
実み 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
28
年
8
月
28
日
生
ま
れ

父
・
善
行
さ
ん
　
母
・
絢
子
さ
ん

「
な
る
実
ち
ゃ
ん
、

 

大
大
大
〜
好
き
♡
」

田
口
　
蒼あ
お

都と 

ち
ゃ
ん （
小
見
）

平
成
28
年
8
月
30
日
生
ま
れ

父
・
誠
さ
ん
　
母
・
晶
恵
さ
ん

木
内
　
美み

沙さ 

ち
ゃ
ん （
野
）

平
成
28
年
8
月
25
日
生
ま
れ

父
・
大
介
さ
ん
　
母
・
恵
美
さ
ん

「
元
気
で
優
し
い
子
に

 

育
っ
て
ね
♡
」

「
美
沙
ス
マ
イ
ル
、

 

沢
山
見
せ
て
ね
♪
」

★★★ 平成28年 8月生まれ のおともだち ★★★

平成28年10月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　西川 英寿
【事業内容】 コンベヤー設計・納入事業、機
械設備・電気設備工事事業、メンテナンス事業
【住所】 城西5―10―23

　
平
成
2
年
に
株
式
会
社
エ
イ
ブ
ル
と
し
て

創
業
。
当
初
は
浄
水
場
や
下
水
処
理
場
と

い
っ
た
水
処
理
施
設
の
電
気
設
備
工
事
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
19
年
に
西
部
扶

桑
機
工
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
事
業
を
引
き

継
ぎ
、
26
年
に
は
株
式
会
社
エ
イ
ブ
ル
フ

ソ
ー
と
社
名
を
変
え
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
主
力
事
業
は
水
処
理
施
設
で
使
わ

れ
る
大
型
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
製
造
。
同

社
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
水
を
浄
化
す
る
過
程
で

出
た
汚
泥
を
搬
送
す
る
工
程
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
代
表
取
締
役
の
西
川
英
寿
さ
ん
は

「
私
た
ち
の
製
造
す
る
コ
ン
ベ
ヤ
ー
は
横
幅

3
メ
ー
ト
ル
、
全
長
30
〜
１
０
０
メ
ー
ト
ル

に
も
な
る
非
常
に
大
型
の
も
の
で
す
。
施
設

の
構
造
や
機
械
配
置
に
合
わ
せ
た
形
状
で
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
全
て
受
注
生
産

で
、
設
計
か
ら
組
み
立
て
ま
で
一
貫
し
て
自

社
で
行
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
く
れ
ま

し
た
。
全
国
で
も
大
型
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
メ
ー

カ
ー
は
少
な
く
、
県
内
の
浄
水
場
を
は
じ
め

全
国
の
施
設
で
同
社
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
が
稼
働

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
も
充
実
し
て
お
り
、
自
社
製
品
は

も
ち
ろ
ん
製
造
先
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

他
社
の
も
の
ま
で
対
応
し
、
顧
客
か
ら
は
厚

い
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
同
社
の
コ
ン
ベ
ヤ
ー
事
業
を
支
え

て
い
る
の
が
長
年
研
さ
ん
を
重
ね
て
き
た
技

術
力
で
す
。
特
に
設
計
に
力
を
入
れ
、
最
新

の
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
て
設
計
図
面
の
精

度
を
高
め
て
い
る
他
、
チ
ー
ム
で
設
計
図
面

の
作
成
に
当
た
る
こ
と
で
互
い
に
意
見
を
出

し
合
い
、
よ
り
良
い
製
品
開
発
に
努
め
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
個
々
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
員

で
共
有
す
る
た
め
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
後
継
者
難
の
企
業
か
ら
異
業
種
の
コ
ン
ベ

ヤ
ー
事
業
を
継
承
し
、
主
力
事
業
に
ま
で
育

て
上
げ
た
経
営
改
革
が
評
価
さ
れ
、
今
年
2

月
に
は
「
彩
の
国
経
営
革
新
モ
デ
ル
企
業
」

に
指
定
さ
れ
る
な
ど
着
実
に
成
長
し
て
い
る

同
社
。
西
川
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
は
電
気
設

備
工
事
の
知
識
を
生
か
し
、
搬
送
以
外
の
機

能
を
付
け
た
高
付
加
価
値
コ
ン
ベ
ヤ
ー
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
新
た

な
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
同
社
の
技
術
が
上
下
水
道
を
支
え
続
け
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
8
月
23
日
㈬
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
埼
玉
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
ゆ
か
い
な
音
楽
家
タ
カ

パ
ー
チ
の
音
楽
を
聴
き
、
一
緒
に
楽

し
む
他
、
手
作
り
楽
器
で
一
緒
に
演

奏
す
る　
▼
参
加
費
　
１
千
５
０
０

円
（
3
歳
以
上
）　

▼
主
催
　
行
田

お
や
こ
劇
場　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会　
▼
そ
の
他
　
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
。
8
月
9
日

㈬
の
劇
場
ま
つ
り
に
参
加
さ
れ
た
方

タ
カ
パ
ー
チ
の

お
ん
が
く
か
い
!?

は
割
引
あ
り　
▼
申
・
問
　
8
月
19

日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
劇
場
事
務
局

☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

▼
日
時
　
9
月
10
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
百
万
本
の

バ
ラ
」、「
オ
リ
ー
ブ
の
首
飾
り
」
他　

▼
入
場
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
市
大

正
琴
連
盟　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育

委
員
会
、（
公
財
）
行
田
市
産
業
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団　

行
田
市
大
正
琴
連
盟

第
29
回
大
正
琴
演
奏
会

▼
日
時
　
8
月
16
日
㈬
午
後
6
時
30

分
〜
8
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
川
翔

栄
橋
付
近
（
秩
父
鉄
道
行
田
市
駅
北

側
）　
▼
そ
の
他
　
小
型
灯
籠
を
1

基
８
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。
ま

た
、
行
田
音
頭
保
存
会
に
よ
る
新
・

行
田
音
頭
の
演
舞
が
あ
り
ま
す
。　

▼
問
　
行
田
市
観
光
協
会
（
商
工
観

光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

生
き
物
調
査

▼
日
時
　
8
月
25
日
㈮
午
前
9
時
〜

11
時
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）　
▼

内
容
　
川
の
生
き
物
を
調
べ
、
環
境

省
の
全
国
調
査
に
報
告
す
る

忍
川
美
化
活
動

▼
日
時
　
9
月
14
日
㈭
午
前
9
時
〜

11
時
（
雨
天
の
場
合
は
翌
日
）　
▼

内
容
　
吾
妻
橋
か
ら
下
流
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
間
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み

を
拾
う　

▼
そ
の
他
　
軍
手
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま
す
。

い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も

イ
ベ
ン
ト

と
う
ろ
う
流
し
納
涼
大
会

忍
川
の
「
生
き
物
調
査
」・

「
忍
川
美
化
活
動
」

▼
そ
の
他
　
津
軽
三
味
線　
梅
若
梅

秀
・
梅
秀
会
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド　

ポ
コ 

ア 

ポ
コ
の
出
演
あ
り　
▼
問
　

同
連
盟
大
澤
☎
５
５
６
―
５
０
８
５

▼
日
時
　
8
月
27
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
熊
谷
文
化
創
造
館
さ

く
ら
め
い
と
太
陽
の
ホ
ー
ル
（
熊
谷

市
拾
六
間
１
１
１
―
１
）　
▼
内
容
　

久
石
譲
／
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ス
ト
ー

リ
ー
ズ
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」、
バ

デ
ル
ト
／
「
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・

埼
玉
交
響
楽
団
「
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７
」

▼
集
合
場
所
　
忍
川
吾
妻
橋
付
近

（
行
田
警
察
署
横
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行

田
市
民
大
学
同
窓
会
忍
川
の
自
然

に
親
し
む
会
事
務
局
☎
０
９
０
―

１
６
５
９
―
４
５
７
６

▼
日
時
　
8
月
27
日
㈰
午
前
８
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
そ
の

他
　
長
靴
な
ど
を
履
き
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　
▼

問
　
同
会
会
長
栗
原
☎
５
５
７
―

０
０
９
１

▼
期
間
　
8
月
29
日
㈫
ま
で
（
水
・

木
曜
日
を
除
く
）　
▼
時
間
　
午
前

11
時
〜
午
後
4
時　
▼
場
所
　
忍
城

下
ぎ
ょ
う
だ
懐
か
し
屋
（
行
田
1
―

9
）　
▼
内
容
　
足
袋
蔵
な
ど
の
日

本
遺
産
認
定
を
記
念
し
、
蔵
の
貯

金
箱
＆
昔
の
カ
メ
ラ
を
展
示
す
る

他
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
懐
か
し

い
物
を
展
示
す
る　
▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
主
催

星
川
の
自
然
観
察
会

懐
か
し
屋　
企
画
展

カ
リ
ビ
ア
ン
〜
呪
わ
れ
た
海
賊
た
ち

〜
」、
エ
ル
ガ
ー
／
行
進
曲
「
威

風
堂
々
」
第
1
番
他　
▼
入
場
料
　

【
前
売
り
】
ペ
ア
１
千
５
０
０
円
、

シ
ン
グ
ル
８
０
０
円
【
当
日
】
１
千

円
（
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は

当
日
券
の
み
・
５
０
０
円
）
※
4
歳

か
ら
入
場
可　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り

扱
い
　
八
木
橋
百
貨
店
、
同
館
さ

く
ら
め
い
と
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

他　
▼
問
　
埼
玉
交
響
楽
団
事
務
局

☎
５
３
２
―
９
０
１
２

▼
日
時
　
8
月
17
日
、
9
月
21
日

の
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分　

▼
場
所
　
深
谷
市
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
・
フ
ォ

ル
テ
）
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
Ｂ
（
深
谷
市
上

柴
町
西
4
―
2
―
14
・
キ
ラ
ラ
上
柴

内
）　
▼
相
談
内
容
　
相
続
、
遺
言
、

登
記
、
債
務
整
理
、
成
年
後
見
、
不

動
産
の
名
義
変
更
な
ど　

▼
相
談

方
法
　
面
談
相
談
（
1
組
1
時
間
、

要
予
約
）　
▼
相
談
無
料
　
▼
主
催
　

埼
玉
司
法
書
士
会　
▼
申
　
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
８
３
８
―

７
４
７
２　
▼
問
　
同
会
事
務
局
☎

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

相　
　
談

県
北
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

出
張
法
律
相
談
会

獅子舞を見に行こう

名　　称 日　　時 場　　所 演　　目 内　　容

下中条の獅子舞 8月19日㈯
午後１時２０分

下中条の興
こう
徳
とく
寺
じ
・

治
はる
子
こ
神社

棒術・花・弓・
鐘巻など

興徳寺と治子神社を行き来して、断続的に夜まで
数回演舞します（最終演舞は午後６時３０分ごろ）。

在家の獅子舞 8月19日㈯
午後7時 南河原の河原神社 道節・岡崎・

お暇乞いなど 演目を続けて一気に演舞します。

馬見塚の獅子舞 9月2日㈯
午後2時

馬見塚の神
しん
明
めい
社
しゃ
・

諏訪神社・西
さい
善
ぜん
院
いん

おかざき・稲
穂・鐘巻など

神明社、諏訪神社、西善院などを回って、夕方
まで数回演舞します。

長野の獅子舞

9月9日㈯
午後6時

桜町の一桜公園・
久伊豆神社

奉
ほう
幣
へい
使
し
の行

列・笹係り
一桜公園から久伊豆神社に向かい、休憩後、神
社で演舞します。

9月10日㈰
午後1時30分

長久寺・東行田駅
前・一桜公園 鐘巻など 時間を空けて、長久寺・東行田駅前・一桜公園

で各1回演舞します。

　市内には現在、6つの地域で獅子舞が継承され、県・市の無形民俗文化財に指定されています。
　今年も次の日程で演舞が行われます（若小玉の獅子舞、野の獅子舞については「市報ぎょうだ」9月号でお
知らせします）。地域の歴史を伝える貴重な民俗芸能の演舞をご覧ください。

※日時、演舞内容は変更になる場合があります。詳細は市ホームページで確認（1カ月前くらい）するか文化財保護課に問い合わせください。
▶問い合わせ　同課文化財保護担当☎553―3581

イベント

加須市 
女子高校球児の熱い夏！
　加須市では、2010年の第1回全国女子硬式野球ユース
選手権大会を開催して以来、毎年夏に全国のU―18の選
手を対象とした大会が開催されます。女子高校球児の熱い
戦いをお見逃しなく。
▶期    間　8月17日㈭～ 22日㈫※予備日8月23日㈬
　　　　　　※ 開会式は17日㈭午前8時30分から、閉会

式は22日㈫決勝戦終了後に開催
▶場    所　 平成国際大学野球スタジアム（加須市水深

2000）、田ケ谷サン・スポーツランド野球場
（加須市上崎1850―1）

▶参 加 校　 花咲徳栄高等学校、埼玉栄高等学校など20
校

▶問い合わせ　 加須市スポーツ振興課☎0480―62―6123

羽生市 
世界キャラクターさみっとin羽生
カウントダウンイベント
　今年の世界キャラクターさみっとin羽生は、11月25日
㈯・26日㈰に開催します。さみっとまで3カ月。県外か
らもたくさんのキャラクターが駆けつけます。
▶日    時　8月19日㈯午後3時～ 8時
▶場    所　 イオンモール羽生南側駐車場（羽生市川崎2

―281―3）
▶問い合わせ　羽生市キャラクター推進室☎560―3119

でかけませんか となりまち

■ ■ ■ 北彩タウン情報 ■ ■ ■
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催し・募集

▼
日
時
　
8
月
26
日
㈯
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
研
修
室　
▼
内
容
　
弁
護
士
、
税

理
士
、
不
動
産
業
者
に
よ
る
不
動
産

に
関
す
る
悩
み
事
相
談　

▼
主
催
　

公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

大
宮
支
部　
▼
そ
の
他
　
事
前
予
約

が
必
要
※
空
き
状
況
に
よ
り
当
日
受

け
付
け
も
可　
▼
申
・
問
　
㈱
Ｔ
Ｓ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
正
野
☎
０
４
８

―
６
４
３
―
４
５
４
０

一
般
曹
候
補
生

▼
試
験
日
　
9
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

の
う
ち
指
定
す
る
1
日　

▼
対
象
　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

航
空
学
生

▼
試
験
日
　
9
月
18
日
㈪　
▼
対
象
　

【
航
空
】
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
方

【
海
上
】
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
方

い
ず
れ
も

▼
受
付
期
間
　
9
月
8
日
㈮
ま
で　

▼
問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
５
２
２

―
４
８
５
５

不
動
産
無
料
相
談
会

募
　
　
集

自
衛
官
等

▼
日
時
　
8
月
29
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
鷲
宮
東

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ｂ

（
久
喜
市
桜
田
3
―
10
―
2
）　
▼

対
象
　「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作
り
た
い
の
で

教
え
て
ほ
し
い
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
知
り
た

い
」
と
い
う
方
な
ど　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
講
習
会
終
了
後
に
設
立

に
関
す
る
個
別
相
談
あ
り　
▼
申
・

問
　
8
月
14
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
埼

玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
県
民

生
活
担
当
☎
５
５
５
―
１
１
１
０

▼
日
時
　
8
月
23
日
㈬
〜
25
日
㈮
の

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

▼
場
所
　

中
央
公
民
館
第
2
学
習
室
（「
み
ら

い
」
内
）　

▼
内
容
　
保
育
補
助
員

と
し
て
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。　

▼
対
象
　
60
歳
以
上
・
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
登
録
を
検
討
さ

れ
る
方　
▼
定
員
　
25
人　
▼
参
加

無
料
　
▼
申
・
問
　（
公
財
）
い
き

い
き
埼
玉
☎
０
４
８
―
７
２
８
―

７
８
４
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方
〜

設
立
基
礎
講
習
会
in
久
喜

〜
シ
ニ
ア
の
就
業
を
応
援
し
ま
す
〜

保
育
補
助
業
務
講
習

▼
日
時
　
①
8
月
24
日
㈭
午
前
10
時

〜
午
後
4
時　
②
9
月
7
日
㈭
午
前

9
時
30
分
〜
午
後
4
時
※
と
も
に
午

前
11
時
45
分
〜
午
後
1
時
を
除
く　

▼
場
所
　
①
市
役
所
正
面
玄
関
前　

②
産
業
文
化
会
館　
▼
内
容
　
全
血

献
血　

▼
持
ち
物
　
献
血
カ
ー
ド

（
お
持
ち
の
方
）　
▼
主
催
　
①
埼

玉
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー　
②
行

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　
▼
問
　
同

セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
７
２
０
―

８
０
０
９

そ 

の 

他

献
血

30
分
〜
4
時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
機
能
回
復

訓
練
プ
ー
ル　
▼
内
容
　
ク
ロ
ー
ル

の
基
本
か
ら
学
ぶ　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
65
歳
以
上
の
方
（
年
度
内
65

歳
可
）　

▼
定
員
　
15
人
（
定
員
を

超
え
る
場
合
は
抽
選
）　
▼
参
加
無

料
　
▼
持
ち
物
　
水
着
、
水
泳
帽
、

ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル　

▼
そ
の
他
　

代
理
申
請
は
不
可　
▼
申
・
問
　
8

月
8
日
㈫
午
前
9
時
〜
25
日
㈮
午
後

5
時
に
直
接
行
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
9
月
7
日
〜
10
月
5
日
の

毎
週
木
曜
日
（
全
5
回
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　
▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
1
研
修

室　
▼
内
容
　
バ
ス
タ
オ
ル
を
使
用

し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
音
楽
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
、
骨
盤
を
中
心
に

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
行
う　
▼
対
象
　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方
（
年
度

内
65
歳
可
）　

▼
定
員
　
15
人
（
定

員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）　
▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
動
き
や
す
い

服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物　
▼

そ
の
他
　
代
理
申
請
は
不
可　
▼
申

高
齢
者
骨
盤
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
教
室
（
秋
コ
ー
ス
）

・
問
　
8
月
7
日
㈪
午
前
9
時
〜
24

日
㈭
午
後
5
時
に
直
接
行
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
9
月
6
日
〜
27
日
の
毎

週
水
曜
日　
（
全
4
回
）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
場
所
　
総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
2
研
修

室　
▼
対
象
　
市
内
在
住
で
65
歳
以

上
の
方
（
年
度
内
65
歳
可
）　
▼
定

員
　
35
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち

物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物　
▼
そ
の

他
　
代
理
申
請
は
不
可　
▼
申
・
問
　

8
月
9
日
㈬
午
前
9
時
〜
23
日
㈬
午

後
5
時
に
直
接
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
9
月
9
日
㈯
午
後
3
時
開

始
（
午
後
2
時
30
分
開
場
）　
▼
場
所
　

「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　
▼
入
場

無
料
　
▼
主
催
　
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

第
２
５
７
０
地
区
社
会
奉
仕
部
門　

▼
後
援
　
行
田
市
、
行
田
商
工
会
議

所
、
世
界
遺
産
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
他　

▼
問
　
田
中
☎
５
５
６
―
０
５
０
３

高
齢
者
カ
ラ
オ
ケ
教
室

（
秋
コ
ー
ス
）

文
化
遺
産
を
活
か
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
本
遺
産
か
ら
世
界
遺
産
へ

▼
受
付
期
間
　
8
月
4
日
㈮
〜
30
日

㈬　
▼
第
1
次
試
験
日
　
9
月
17
日

㈰　

▼
応
募
資
格
　【
Ⅰ
類
】
す
で

に
大
学
を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は

平
成
30
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方　
【
Ⅱ
類
】
短
大
・
専
修
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
方
ま
た
は
平
成
30

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方　

【
Ⅲ
類
】
Ⅰ
・
Ⅱ
類
に
該
当
し
な
い

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
平
成
12
年
4

月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
（
高
校
卒
業

見
込
み
を
含
む
）　
※
そ
の
他　
武

道
、
体
育
指
導
枠
あ
り　
▼
申
　
埼

玉
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

め
な
い
場
合
は
、
郵
送
お
よ
び
持
参

も
可
※
詳
細
は
埼
玉
県
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
行
田
警
察
署
で
配
布

し
て
い
る
採
用
試
験
受
験
案
内
を
参

照
の
こ
と　

▼
問
　
同
警
察
署
☎

５
５
３
―
０
１
１
０

▼
日
時
　
9
月
8
日
〜
10
月
27
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
8
回
）
午
後
2
時

埼
玉
県
警
察
官
採
用
試
験

教
室
・
講
演
会
・
講
習

高
齢
者
水
泳
教
室

262017.8 市報 ぎょうだ27
人口82,369人（－66） 男40,932人（－38） 女41,437人（－28） 世帯数34,342世帯（＋11）
6月中の異動　出生34人　転入等185人　死亡79人　転出等206人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

月
10
日
㈰
（
8
月
28
日
㈪
は
休
館
）　

▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9

時　
▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼
利

用
料
金
　
４
０
０
円
（
障
害
者
手
帳

提
示
に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　
▼

そ
の
他
　
初
回
は
講
習
会
を
受
講
す

る
こ
と
（
直
接
ま
た
は
電
話
で
前
日

ま
で
に
予
約
）

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
8
月
19
日
㈯
午
後
2
時　

▼
上
映
作
品
　
ア
ニ
メ
名
作
シ
リ
ー

ズ
「
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
」（
上
映
時

間
74
分
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
定
員
　

３
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
そ
の
他
　

整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

行
田
市
美
術
家
協
会
展

▼
期
間
　
8
月
23
日
㈬
〜
9
月
4
日

㈪
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分
（
入

場
は
午
後
4
時
ま
で
）
※
火
曜
日
は

休
館　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー　
▼
内
容
　
行

田
市
美
術
家
協
会
会
員
の
作
品
（
絵

画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
）　

▼
入
場
無
料
　

ポ
タ
リ
ン
グ
・
忍
城
下

の
名
所
を
巡
ろ
う
！

▼
日
時
　
9
月
2
日
㈯
〜
10
月
1
日

㈰
の
午
前
9
時
〜
午
後
3
時　
▼
受

付
場
所
　
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
観
光
案

内
所
（
正
午
ま
で
受
け
付
け
）　
▼

内
容
　
忍
城
址
、
総
合
公
園
、
さ
き

た
ま
古
墳
公
園
、
古
代
蓮
の
里
を
ポ

タ
リ
ン
グ
で
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
の
こ
と
）　
▼
参
加
無

料
　
▼
そ
の
他
　
4
カ
所
の
ス
タ
ン

プ
を
集
め
て
ゴ
ー
ル
し
た
方
に
は
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
事
前
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

残
暑
に
負
け
る
な
！

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
、
利
用
ポ
イ
ン
ト

が
2
倍
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
た
方

に
無
料
利
用
券
（
1
回
分
）
を
進
呈

し
ま
す
（
新
規
登
録
者
講
習
会
を
受

講
し
た
方
や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
登
録
者
に
も
無

料
利
用
券
（
1
回
分
）
を
進
呈
）。　

▼
実
施
期
間
　
8
月
15
日
㈫
〜
9

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成29年7月1日現在）
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江
戸
幕
府
の
老
中
に
就
任
し
た
大
名
の
人
数
は

１
２
０
人
を
超
え
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
〝
切
れ

者
〞
と
評
価
さ
れ
て
い
る
人
物
が
い
ま
す
。
今
回
紹

介
す
る
書
状
を
書
い
た
松
平
伊
豆
守
信
綱
も
そ
の
一

人
で
、
溢
れ
出
る
才
智
か
ら
「
智
恵
伊
豆
」
の
異
名

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
信
綱
は
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
に
大
河
内
久
綱

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
６
歳
の
と
き
叔
父
の
松
平

正
綱
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。
９
歳
の
と
き
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
徳
川
家
光
の
小
姓
と
な
り
、
家
光
が
３

代
将
軍
に
な
る
と
、
将
軍
親
衛
隊
の
隊
長
で
あ
る

御お
こ
し
ょ
う
ぐ
み
ば
ん
が
し
ら

小
姓
組
番
頭
に
就
任
し
ま
し
た
。
徳
川
秀
忠
が

死
去
し
て
家
光
が
名
実
と
も

に
幕
府
の
実
権
を
握
る
と
出

世
街
道
を
歩
み
、
寛
永
10
年

（
１
６
３
３
）
に
は
老
中
と

な
り
三
万
石
を
与
え
ら
れ
て

忍
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
同

15
年
に
天
草
・
島
原
の
乱
を

鎮
圧
し
、
翌
年
に
６
万
石
に

加
増
さ
れ
て
、
川
越
藩
主
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
書
状
は
信
綱
か
ら
美

濃
国
加
納
藩
主
大
久
保
忠た
だ

職も
と

に
宛
て
た
も
の
で
す
。
日
付

は
12
月
27
日
で
年
号
の
記
載

は
あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
は
大
久
保
か
ら
歳
暮
と
し
て

小こ
そ
で
ひ
と
か
さ
ね

袖
一
重
な
ど
を
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
お
礼
を
述
べ

た
後
、
も
っ
と
早
く
お
礼
を
言
う
べ
き
で
し
た
が
、

忍
へ
出
掛
け
て
い
て
昨
日
帰
宅
し
た
た
め
、
礼
状
を

出
す
の
が
遅
れ
ま
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
老
中

は
政
務
の
た
め
在
任
中
は
江
戸
に
滞
在
し
て
お
り
、

居
城
に
戻
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
信
綱

も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
書
状
か
ら

忍
藩
主
時
代
に
忍
城
を
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
次
に
書
か
れ
た
年
を
推
測
し
て
み
ま
す
。
信
綱
が

忍
藩
主
だ
っ
た
寛
永
10
年
か
ら
15
年
ま
で
の
12
月

の
行
動
を
調
べ
る
と
、
12
年
は
駿

府
、
13
年
は
日
光
、
14
年
は
九
州

の
島
原
と
公
務
で
各
地
に
出
張
し

て
お
り
、
忍
城
へ
向
か
う
時
間
は

無
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
10
年

は
家
光
の
弟
の
徳
川
忠
長
が
切
腹

す
る
大
事
件
が
あ
っ
た
た
め
、
江

戸
に
居
た
と
思
わ
れ
、
15
年
も
江

戸
に
滞
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
こ
の
書
状
の
年
代
は

寛
永
11
年
と
考
え
ら
れ
、
忍
藩
主

時
代
の
信
綱
の
動
向
を
知
る
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
29
年
8
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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854

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
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所
蔵

　池井戸潤さんの小説「陸王」（集英社刊）が、10月から
TBSテレビ日曜劇場でドラマ化されます。これを記念し

て「陸王」の書影や主演の役所広司さんの似顔絵を描いた田んぼアートが
制作されました。古代蓮の里南側の田んぼに新設されたキャンバスに浮
かび上がる過去最高の緻密さの田んぼアートは、古代蓮会館展望室から見
ることができます。

　行田を中心に活動しているNPO法人などの市民活動団体や、市民活動を
始めようとする人を支援しているのが特定非営利活動法人ぎょうだ市民’Ｓ
ネットです。市民活動が活発になり、市民が主役のまちづくりが進むこと
を目指しています。
　同法人は平成28年1月に発足し、現在会員は11人。団体や個人からの運
営や活動に関する相談をいつでも受け、団体間の橋渡しとなれるよう、毎月
ミーティングを開いている他、他のNPO法人の活動情報などの収集と共有、
専門知識の向上に努めています。
　代表理事の松井秀二郎さんは「市民と行政が協働することは、市の予算削
減につながります。また、公共サービス維持のため、その必要性は今後より
一層高まります。それぞれの活動団体が経験を積み、行政からも頼られる
団体となるよう支援していきたいです」と活動への意気込みを語ってくれ
ました。
　市民と行政がともに手を取り合い、魅力あるまちづくりに取り組んでい
くため、同法人の活躍が期待されます。

【代表理事】松井 秀二郎　【電話番号】556―3593 毎月行われているミーティングの様子

GYODA Aug.2017
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松平信綱書状

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
ぎょうだ市民’Sネット

～市民公益活動団体紹介～⑧


